
番号

　　　処　　　 分 　　　名

処　分　の　概　要

　　　根　拠　法　令　名

　　　条　　　　　　　　  項

　　　所　　　管　　　課 衛生検査課

経由機関での処理期間 なし

　　　所管課での処理期間 未設定

　　　標　準　処　理　期　間 計 未設定

判　断　基　準

【根拠法令】
＜と畜場法第14条＞
第1項　第十四条　と畜場においては、都道府県知事の行う検査を経た獣畜以外の獣畜をとさつしてはならない。
第2項　と畜場においては、とさつ後都道府県知事の行う検査を経た獣畜以外の獣畜を解体してはならない。
第3項　と畜場内で解体された獣畜の肉、内臓、血液、骨及び皮は、都道府県知事の行う検査を経た後でなければ、と
畜場外に持ち出してはならない。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、この限りでない。
一　この項本文に規定する検査のため必要があると認められる場合において都道府県(保健所を設置する市にあつて
は、市。以下同じ。)の職員が解体された獣畜の肉、内臓、血液、骨又は皮の一部を持ち出すとき。
二　厚生労働省令で定める疾病の有無についてのこの項本文に規定する検査を行う場合において都道府県知事の許
可を得て獣畜の皮を持ち出すときその他の衛生上支障がない場合として政令で定めるとき。
第4項　前三項の規定は、都道府県知事が特に検査を要しないものと認めた場合を除き、前条第一項第四号又はこれ
に係る同条第二項ただし書の規定によりと畜場以外の場所で獣畜のとさつ又は解体が行われる場合に準用する。この
場合において、前項中「と畜場外」とあるのは、「獣畜の解体を行つた場所外」と読み替えるものとする。
第5項　前各項に規定する都道府県知事の権限に属する事務のうち、政令で定める疾病の有無についての検査に係る
ものは、前各項の規定にかかわらず、政令で定めるところにより、都道府県知事及び厚生労働大臣が行う。
第6項　前各項の規定による検査は、次に掲げるものの有無について行うものとする。
一　家畜伝染病予防法(昭和二十六年法律第百六十六号)第二条第一項に規定する家畜伝染病及び同法第四条第一
項に規定する届出伝染病
二　前号に掲げるもの以外の疾病であつて厚生労働省令で定めるもの
三　潤滑油の付着その他の厚生労働省令で定める異常
第7項　前項に定めるもののほか、第一項から第五項までの規定により都道府県知事及び厚生労働大臣の行う検査の
方法、手続その他検査に関し必要な事項は、政令で定める。
第8項　第一項から第五項までの規定により都道府県知事及び厚生労働大臣が行う検査の結果については、審査請求
をすることができない。

審査基準及び標準処理期間整理個表

牛の皮のと畜場外への持ち出し許可申請

と畜場法第14条第3項第2号の規定による、牛の皮のと畜場外への持ち出しに
対する許可

と畜場法

第14条第3項

と畜場法施行規則第12条第1項の基準を満たすこと。

※根拠法令や審査基準の内容全てを記載することができない場合は、
それらが記載された文書等の縦覧をもって代えることができる。



＜と畜場法施行令第5条＞
第1項　法第十四条第三項第二号の政令で定めるときは、次のとおりとする。
一　法第十四条第三項第二号の厚生労働省令で定める疾病の有無についての同項本文に規定する検査(次号及び第
三号において「解体後検査」という。)を行う場合において、都道府県知事の許可を得て皮革の原料として牛の皮を持ち
出すとき。
二　解体後検査を行う場合において、都道府県知事の許可を得て牛の改良増殖(学術研究の用に供する場合を含む。)
の目的のために牛の卵巣を持ち出すとき。
三　解体後検査を行う場合において、都道府県知事の許可を得て獣畜の肉、内臓、血液、骨又は皮(以下この号から第
五号までにおいて「獣畜の肉等」という。)の所有者又は管理者が焼却するために獣畜の肉等の全部又は一部を持ち出
すとき。
四　食品衛生監視員が食品衛生法(昭和二十二年法律第二百三十三号)第二十八条第一項の規定により獣畜の肉等
の一部を収去するとき。
五　家畜防疫官又は家畜防疫員が家畜伝染病予防法(昭和二十六年法律第百六十六号)第五十一条第一項の規定に
より獣畜の肉等の一部を採取し、又は集取して持ち出すとき。
第2項　前項第一号から第三号までの許可の基準については、厚生労働省令で定める。
第3項　第一項第一号から第三号までの許可には、公衆衛生上必要な限度において条件を付することができる。

＜と畜場法施行規則第12条＞
第1項　と畜場法施行令(昭和二十八年政令第二百十六号。以下「令」という。)第五条第一項第一号の許可の基準は、
次のとおりとする。
一　解体後検査(令第五条第一項第一号に規定する「解体後検査」をいう。以下同じ。)が終了するまでの間、持ち出さ
れた牛の皮がいずれの牛から得られたものであるかを識別するための措置が適切に講じられていること。
二　解体後検査が終了するまでの間、持ち出された牛の皮の紛失を防止するための措置が適切に講じられていること。
三　持ち出された牛の皮の保存(塩蔵により行うものを含む。以下この項において同じ。)を行う施設が、化製場等に関す
る法律(昭和二十三年法律第百四十号)第一条第二項に規定する化製場又は同法第八条に規定する獣畜の皮の貯蔵
の施設であつて、解体後検査が終了するまでの間、当該牛の皮を適切に保存しておくことができるものであること。
四　牛の皮が持ち出されると畜場の管理者(と畜場の管理者がいないと畜場にあつては、と畜場の設置者。以下この条
において同じ。)により、当該牛の皮を持ち出した者の氏名又は名称及び連絡先、当該牛の皮の保存を行う施設の名称
及び連絡先その他管理体制の確保のため必要な情報を適切に記録するための措置が講じられていること。
五　持ち出された牛の皮の保存を行う施設において、当該牛の皮を持ち出した者の氏名又は名称及び連絡先、当該牛
の皮が持ち出されたと畜場の名称及び連絡先その他管理体制の確保のため必要な情報を適切に記録するための措置
が講じられていること。
第2項　令第五条第一項第二号の許可の基準は、次のとおりとする。
一　解体後検査が終了するまでの間、持ち出された牛の卵巣がいずれの牛から得られたものであるかを識別するため
の措置が適切に講じられていること。
二　解体後検査が終了するまでの間、持ち出された牛の卵巣の紛失を防止するための措置が適切に講じられているこ
と。
三　持ち出された牛の卵巣の保存を行う施設が、家畜改良増殖法(昭和二十五年法律第二百九号)に規定する家畜人
工授精所、独立行政法人家畜改良センター又は牛の改良増殖に係る研究を行う機関であつて、解体後検査が終了す
るまでの間、当該牛の卵巣を適切に保存しておくことができるものであること。
四　牛の卵巣が持ち出されると畜場の管理者により、当該牛の卵巣を持ち出した者の氏名又は名称及び連絡先、当該
牛の卵巣の保存を行う施設の名称及び連絡先その他管理体制の確保のため必要な情報を適切に記録するための措
置が講じられていること。
五　持ち出された牛の卵巣の保存を行う施設において、当該牛の卵巣を持ち出した者の氏名又は名称及び連絡先、当
該牛の卵巣が持ち出されたと畜場の名称及び連絡先その他管理体制の確保のため必要な情報を適切に記録するた
めの措置が講じられていること。
第3項　令第五条第一項第三号の許可の基準は、次のとおりとする。
一　獣畜の肉等(令第五条第一項第三号に規定する「獣畜の肉等」をいう。以下同じ。)の焼却を行う施設が、廃棄物の
処理及び清掃に関する法律(昭和四十五年法律第百三十七号)の規定に基づき獣畜の肉等の焼却を適切に行うことが
できる施設であること。
二　獣畜の肉等が持ち出されると畜場の管理者により、当該獣畜の肉等を持ち出した者の氏名又は名称及び連絡先、
当該獣畜の肉等の焼却を行う施設の名称及び連絡先その他管理体制の確保のため必要な情報を適切に記録するた
めの措置が講じられていること。
三　獣畜の肉等が持ち出されたと畜場の管理者により、当該獣畜の肉等が焼却されたことについて、これを証明する書
類を添えて都道府県知事に報告する体制が整備されていること。

※根拠法令や審査基準の内容全てを記載することができない場合は、
それらが記載された文書等の縦覧をもって代えることができる。



手続の流れ

と畜解体業者 松山市

（２）申請書類の審査

（３）許可証の交付

（１）持ち出し許可申請書の提出

※根拠法令や審査基準の内容全てを記載することができない場合は、
それらが記載された文書等の縦覧をもって代えることができる。


